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広
域
ご
み
処
理
施
設
は
、

竹
原
に
候
補
地
と
し
て
、

彦
愛
犬
広
域
行
政
組
合
管
理
者
会

で
決
定
さ
れ
た
。
管
理
者
会
の
決

定
に
対
す
る
見
識
を
聞
く
。

「
新
ご
み
処
理
施
設
の
候

補
地
・
地
域
の
皆
様
と
信

頼
関
係
を
構
築
」
と
書
い
て
い
る

だ
け
。
町
長
の
立
つ
位
置
及
び
地

域
の
皆
様
と
信
頼
関
係
を
構
築
に

つ
い
て
も
不
明
瞭
で
あ
り
、
考
え

方
を
聞
く
。

町
長
は
「
公
共
交
通
網
の

整
備
」
と
し
て
「
近
江
鉄

道
の
連
携
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
を

拡
充
す
る
」
と
、
公
約
。「
愛
の

り
タ
ク
シ
ー
を
拡
充
す
る
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
概
念
か
聞
く
。

高
齢
者
は
「
自
動
車
運
転

免
許
証
を
返
上
し
た
い

が
、
免
許
証
が
な
け
れ
ば
買
い
物

等
が
不
便
で
、
巡
回
バ
ス
を
設
置

し
て
ほ
し
い
」
が
声
。「
愛
の
り

タ
ク
シ
ー
の
拡
充
」
を
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
、
高
齢
者
の
思
い
に
応

え
る
の
か
。

町
長
は
「
い
じ
め
対
策
・

暴
力
対
策
特
別
委
員
長
の

委
嘱
」
と
題
し
て
、「
各
小
・
中

学
校
、
各
ク
ラ
ス
に
適
任
の
生
徒

を
選
出
」
と
書
い
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
哲
学
・
考
え
方
を
聞
く
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
彦
愛
犬
広

域
行
政
組
合
の
管
理
者
会
に
よ
り

竹
原
地
区
が
候
補
地
と
決
定
。
そ

れ
に
対
し
、
地
域
住
民
の
様
々
な

ご
意
見
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

町
民
を
代
表
す
る
立
場
で
あ

り
、
町
内
の
お
声
を
尊
重
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同
時

に
、
ご
み
の
処
理
は
、
私
た
ち
が

生
活
を
す
る
う
え
で
避
け
て
通
れ

な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
地
域

の
方
々
の
思
い
や
ご
意
見
を
重
要

な
要
素
と
し
な
が
ら
、
情
報
収
集

　
「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
」

の
概
念
は
、
利
用
者
数
増
を
目
指

し
て
利
用
促
進
策
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

予
約
時
間
の
短
縮
や
便
数
ア
ッ

　

道
路
に
は
上
・
下
水
道
管
が
埋

設
さ
れ
て
お
り
、
上
水
道
の
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
や
下
水
道
の
マ
ン

ホ
ー
ル
と
舗
装
と
の
段
差
が
原
因

で
振
動
が
起
こ
っ
て
い
る
も
の
と

推
測
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
第
２
回
地
方
創
生

推
進
交
付
金
に
お
い
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
間「
あ

い
し
ょ
う
版『
ス
ポ
ー
ツ
×
健
康

づ
く
り
×
地
域
づ
く
り
』
推
進
事

　

公
教
育
の
ね
ら
い
は
、
人
間
性

の
陶
冶
、
社
会
に
貢
献
す
る
人
づ

く
り
で
あ
る
。
学
校
現
場
で
発

生
し
て
い
る「
い
じ
め
、
暴
力
」

等
々
の
課
題
解
決
は
、
子
ど
も
た

ち
の
自
治
力
で
未
然
に
発
生
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
風
土
・
環
境
づ

く
り
が
大
切
。
そ
の
意
味
で
、
小

学
校
の
児
童
会
、
中
学
校
の
生
徒

会
の
組
織
の
中
に
、
対
策
特
別
委

員
会
を
組
織
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
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彦
愛
犬
広
域
ご
み
処
理
施
設

町
内
巡
回
バ
ス
の
設
置

町
長
の
教
育
論

県
道
松
尾
寺
豊
郷
線

学
童
保
育

子
育
て
支
援
策

高
齢
者
の
見
守
り

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
て

か
ら
、
大
型
車
両
が
夜
昼
問
わ
ず

頻
繁
に
通
行
し
、
沿
線
に
あ
る
家

の
方
は
そ
の
振
動
で
家
が
揺
れ
、

「
夜
も
ゆ
っ
く
り
眠
れ
な
い
」
と

聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
対
策
を
求
め
る
。

町
長
が
出
し
た
チ
ラ
シ
で

「
学
童
保
育
の
拡
充
」
と

い
う
公
約
を
掲
げ
て
い
る
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
拡
充
を
考
え
て

い
る
の
か
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
負
担
が
３
，５
０
０

円
な
ら
ば
、
子
ど
も
の
場
合
は
２

回
の
接
種
が
必
要
な
の
で
７
，０

０
０
円
に
な
る
。
子
ど
も
が
２
人

な
ら
１
４
，０
０
０
円
・
３
人
な

ら
２
１
，０
０
０
円
で
、
大
き
な

負
担
に
な
る
。

　
「
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
に
対
し
て
助
成
す

る
こ
と
」
を
求
め
る
。

現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
中

学
校
卒
業
ま
で
の
「
医
療

費
完
全
無
料
化
」
を
「
高
校
卒
業

の
年
齢
ま
で
広
げ
る
」
こ
と
を
求

め
る
。「

高
齢
者
の
安
全
を
見
守

る
目
的
で
、
希
望
者
の
自

宅
の
鍵
を
預
か
る
」
事
業
を
、
町

で
取
り
組
む
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

現
在
、国
の
審
議
会
に
お
い
て
、

定
期
化
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」「
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」
の
検
討
が
な
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
助
成
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

　

拡
大
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、

行
動
範
囲
が
県
外
に
も
拡
大
す
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
学
校
や
医
療
機

関
と
の
調
整
な
ど
、
中
学
卒
業
ま

で
に
拡
大
し
た
時
以
上
の
課
題
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
高
校
生
の
年

齢
は
中
学
生
よ
り
強
靭
な
体
力
と

免
疫
力
を
保
つ
こ
と
が
通
例
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
考
え
て
い
な
い
。

　

24
時
間
責
任
者
が
鍵
を
保
管
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
課
題
も

多
く
、
現
在
展
開
し
て
い
る
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
安
否
確
認
を

含
め
た
見
守
り
支
援
を
、
よ
り
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
で
も
あ
る

た
め
、
町
で
取
り
組
む
予
定
は
し

て
い
な
い
。

　

現
時
点
で
は
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
は
答
え
て
い
る
。
就
業
率
の
上
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大型車が頻繁に通行し、振動で家が
揺れる事への対策は　

Q
県道松尾寺豊郷線

舗装と下水道のマンホールの段差を解消
するため部分的な補修で対応する　

A

に
努
め
対
応
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。

プ
、
予
約
の
簡
素
化
等
の
利
便
性

向
上
を
協
議
会
で
検
討
す
る
と
と

も
に
、
利
用
の
拡
大
に
努
め
て
い

く
。

業
」
の
採
択
を
受
け
、
地
域
福
祉

課
が
、
町
内
の
65
歳
以
上
の
１
千

名
を
対
象
に「
日
常
生
活
の
移
動

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
。
今
後
は
、
そ
の
結
果
や
全

国
の
先
進
事
例
等
を
踏
ま
え
高
齢

者
の
交
通
手
段
を
検
討
し
て
い

く
。

新ごみ施設の候補地周辺からの眺望

彦根市稲枝地域循環バス

大型車両が通る県道松尾寺豊郷線（東出地先）

（秦荘東小学校方面）
　

県
管
理
で
は
あ
る
が
、
町
に
お

い
て
舗
装
と
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー

ル
の
段
差
を
解
消
す
る
た
め
部
分

的
な
補
修
で
対
応
す
る
。
今
後
も

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
湖

東
土
木
事
務
所
と
協
議
す
る
。

昇
に
伴
い
、
学
童
保
育
所
の
利
用

ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
事
が
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
時
に
は
既
存
施
設
を
有

効
活
用
す
る
と
共
に
学
童
保
育
所

に
お
け
る
現
状
の
課
題
を
聞
き
取

り
、
対
処
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
質

の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を「
学
童

保
育
の
拡
充
」
と
し
て
、
公
約
に

掲
げ
た
。

高齢者の声に、どのように応えるのかQ

町内巡回バスの設置に
ついて
アンケート調査等を踏まえ交通手段を検討
する

A


